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子と親・幼稚園が

ともに手をとりあっ

て未来への飛躍を願
うもので、親と幼稚

園が子どもを育む姿

を岩手の「いJに象徴
している。

『青空へ向かって よ―いドン !

◆日は何して遊ぼうか ?』
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本来の幼児教育機能を発揮するとき

疹

一般社団法人 岩手県私立幼稚園・

認定こども国連合会

会 長 坂 本  洋

文部科学省は、本年度早々に「幼児

教育スタートプランJの策定を発表し

ました。内容は小学校就学前の全ての

5歳児に対し、ことばの力、情報を活

用する力、探求′と、といった生活・学習

基盤を保障する教育プログラムの開発

推進です。5歳児に限り全国一律に教

育・保育指導内容の義務化が進められ

るようです。

幼稚園は、子どもが初めて出会う学

校として小学校就学前の満 3歳以上の

子どもを刑象とする人格形成の基礎を

培う教育施設として、わが国では 140

年の歴史的背景を持っております。そ

の学びの基礎は、「環境を通して、子

どもの主体的な遊び・アクテイブラー

ニングを中′とヽに、同年齢学級のお友達

や自然環境事象との関わり、お友達や

教師との対話活動を通して深い学びと

して、人間性、人格形成の基礎が培わ

れること」を目的としております。

○これまでの幼児教育の振興

経過

さてこのところ、幼児教育・保育施

設にとり画期的な改革が進行中です。

上記の情報もその一つですが、今後ど

う変貌していくのでしよう。近時の端

緒は子ども。子育て支援法の成立で幼

保一体化の確立推進が挙げられます。

それと同様に平成 29年告示・30年度

から実施の幼稚園教育要領の改正で、

Society5 0時代を生きる必要な資質・

能力を三つの柱立てとして幼児期に育

成すべきものを整理し、それを以後の

小中高に運動させる内容も画期的。し

かもこの度の改訂では、保育所保育指

針、幼保連携型認定こども園教育・保

育要領との同時期改正の整合性に及

び、福祉行政と教育行政の指導内容精

査が行われ実施されております。

そのような中で、幼児教育の保護者

負担額無償化の実施,さ らには専 F写性

の質向上のため優秀な保育者人材確保

の処遇改善施策、関連するキャリアパ

ス研修の義務付け。また小学校義務教

育就学への保幼小接続強化のスタート

カリキュラムの実施、対応する幼稚園

ではアプローチカリキュラムの構築と

その進展対応は目白押 しの賑わいで

す。

○人格形成の基礎を培う幼児
教育とは

これまで人格形成の基礎を培う教育

キーワードは、環境を通して 。子ども

の主体的遊び・対話活動・深い学びが

挙げられます。環境を通して、子ども

達が自由に遊び、自然観察や触れ合い

を通して子ども自身が遊びとして試行

錯誤が許され関われる自然環境 (園庭)

が必要です。その環境で学びとして獲

得されるものが人格形成の基礎となる

と私どもは理解しております。現在上

記は、教育要領として 5領域に示さ

れ、まずは健康、人間関係、環境、言

葉、表現の領域ごとに発達年齢に応じ

た内容とねらいが指導計画として掲げ

られております。更にはその育ちの具

体的な姿として、幼稚園の終わりまで

に育ってほしい 10の姿が示されてお

ります。

ここで言われる人格形成の基礎、学

びに向かう力の大切な要素として、主

に非認知能力につき挙げさせていただ

きますが、他人に対する思いやり、優

しさ、協調性、更には粘 り強く最後ま

でやり通す力、意欲、忍耐力、自制′と、、

また自分は周りから必要とされ、大切

な存在だと思える自尊感情、自己肯定

感、更には計画性、創造力、表現力等

の数量的に日に見えにくい能力。それ

に対 して知識理解力や技能力、知能や

学力偏差値等比較的に数値に表される

能力・認知能力に対するものです。

もとより人格形成や人間性の基礎

は、認知能力・非認知能力の総合的な

もので人々の発達年齢の成長と共に相

互に育まれるものでしょうが、あえて

分離して幼児教育の重要性として強調

したいと思います。

○今後の幼児教育の行方は

現状を預かる私どもは、今後の幼児

教育のあり方を再検討することになり

そうで注祝が必要です。スター トプラ

ンの趣旨概略として、福祉行政と教育

行政のはざまにある保育所・幼稚原|・

認定こども国の小学校就学前の 5歳児

への保育指導内容の義務化は、これま

での幼稚園教育要領を超えるものと思

われ、特に情報を活用する力の育成は

Soclety5 0時代、AI時 代への対応と

して、学校教育での ICT化の GIGA

スクール構想等の影響が推測されま

す。我々としては、現状の改革推進の

中で、今こそ、次代に必要な三つの柱

立ての資質・能力を環境を通した主体

的遊びの中で、学びとして身に付ける

10の 姿を、小学校接続として育成強

化することを強く望むものです。
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③岩手県lliるさと振興部学事振興課の紹介
～本県の私立幼稚園教育の

良好な環境づくりに向けて～

>
岩手県ふるさと振興部学事振興課

綴舌課長 米内 靖士

皆様におかれましては、日頃より本県

の私立幼稚園教育の振興に御尽力いた

だき、また、新型コロナウイルス感染症姑

策に取り組まれていることに感謝申し上

げます。

さて、甚大な被害をもたらした東日本

大震災津波の発災から10年が経過しまし

た。

県では、子供たちの心のサポートを行

う職貝の派遣などの相談・支援や、いわ

ての学び希望基金を活用した幼児の教育

環境の確保により、引き続き、復興の先を

◎保健福祉部子ども子育て支援室の紹介
～認定こども園を取り巻く動向について～

岩手県保健福祉部子ども子育て支援室

室長 中里 裕美

皆様におかれましては、日頃から本県

の児童福祉行政及び子ども・子育て支援

施策の推進に御尽力いただき感謝申し上

げまづ。

また、新型コロナウイルス感染症への

姑応が長期化する中、きめ細かな感染対

策の下、教育・保育活動を継続いただい

ていることに対し、重ねて御礼申し上げ

見据えたふるさと振

興に取り組んでまい

ります。

また、令和元年10

月から実施されてい

る「幼児教育・保育の

無償化」を円滑に進

めるとともに、「いわ

て県民計画 (2019～

2028)」 に掲げた「私

学教育の充実」に向

け、各園の創意工夫

を生かした特色ある

教育活動への支援を

通じて、私立幼稚園

教育の良好な環境づ

くりに取り組んで参り

ます。

子どもたちが健や

かに成長されるよう、

安心 。安全な園の環

境づくりのため、引き

続き皆様の御理解と

御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

ます。

さて、少子化の進

行や就業形態の変化

等、子どもや家庭を

取り巻く環境が変化

する中、国において

は、子ども。子育て会

議がまとめた「子ど

も・子育て支援新制

度施行後 5年の見直

しに係る対応方針」

を踏まえ、保育教諭

等の処遇改善や教

育・保育の質の向上

に向けた取組が進め

られております。

県においても「いわて子どもプラン

(2020～2024)」 等に基づき、子ども・子

育て支援施策を総合的・計画的に推進し

ていくこととしています。

当室では、「社会全体で県民の結婚、

令和3年度学事振興課事務分担表 (私学振興担当)
※幼稚園関係のみ抜粋

私学振興担当

学事企画担当 学事企画担当課長 細川  徹

事 務 分 担 担  当 者

1 私学関係栄典事オ芳及び表彰にF,¶すること
主 任
坂本  悠

子ども子育て支援室事務分担表 (子育て支援担当)

認定こども国に係るもの(令和3年4月 1日～)
事 コ′【 分 担 担  当 者

保育所等の環境整備に猟lすること
子言て支援担当黒長

加藤 勝洋

ること

主任主査

吉 [「l 光

ども ること

ども すること

認定こども国の認可

子ども子育て会議に関す るこ

ること

ること

ること

保育士確保対策に「対すること

主 査

松尾 友子

保育士のキャリアアツ に

児童福祉研修事業 (新任保育 i : 潜在保音十研修)に関すること

アンケー に円すること
ど も ること

る こ

主 事
後藤 圭吾

主 事
土井尻 啓輔

ること

妊娠、出産及び子育てを支え、誰もが子

どもを健やかに育みやすいと実感できる

いわて」の実現を目指し、認定こども園

の施設整備や職場環境の改善の支援等

に取り組んでまいりますので、引き続き、

御理解、御協力をお願い申し上げます。

,

ミ

-3-

事 務 分 担 担  当  者

私学振興の総括に関すること

私学Fttl係 団体に関すること (講願 陳情含もヽ)
議会に関すること (私学振興担当所省分に限る

学校事故報告に関すること

その他特命事項に関すること

主幹兼私学振興

担当
“
黒長

岡代  亮

私学振興担当事務の総括に関すること

私立学校の指導に関すること

県民からの提言に関すること

主任主査

戸塚 数仁

いわて県民計画、復興計由」、回土強靭化地域計画及び岩手県教育振興計画

に関すること

幼稚同設置法人及び私立幼稚回に辟lすること

私立学校連宙費補助 (教育改革推,ヒ特別経費、幼′ヒ特色)に 関すること

子ども 子育て支援新制度への移行に関すること
災害復旧費国庫補助 県補助に関すること
子育てのための施設等利用給付負担金に関すること

1

2

3

5

6

主 任
谷地 球磨

1 私立学校運営費補助 (一般補助分)に 関すること。
2 私立学校関係予算及び決算に関すること
3 私立学校研震化支援事業費補助に関すること
4 私立学校施設整備費補助金 (台帳 財産処分除く)に関すること

主 任
佐々木責規

私立学校審議会に関すること

学校教育法施行細則及び私立学校法施行細員1に関すること

私立学校法施行細則 F,電 係の届出に関すること (幼稚回、小 中学校、高
校、専修学校)

私立学校施設整備費補助金 (台帳 財産処分限る)に関すること
災害状況の報告に関すること

2

3

4

5

主任行政尊門員

保原 良和

1 私立学校被災児童生徒等就学支援事業に関すること
2 学校法人及び私立学校に係る .司査、統計及び報告にrttlす ること
3 緊急スクールカウンセラー等活用事業費 tこ関すること
4 学校法人及び私立学校に対する。舌通知に関すること

主 事

内藤 暗平

1 私立学校連告贅補助 (私立幼稚国特別支援教育費補助)に「薬すること
2 助成対象法人の事務検査に関すること
3 私立学校振興費等補助金関係説明会に関すること

主 事
柚 はなの

1 補助金の審査補助に関すること
2 私立学校式典等へのメッセージの送付に関すること

(疵与文弦専閂負)

1 話台帳の整備及び書類の整理に関すること
2 学割に関すること
3 学校法人及び私立学校に対する詰通知の事務補助に因すること

会計年度佳用環員

(事務補助)

宮野 麻ヽ子
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令和3年度 (第28回)全日本私立幼稚国連合会
東北地区私立幼稚園設置者・園長研修会 (富城大会)
昨年延期されていた東北地区私立幼稚園設置者園長研修

会が仙台ガーデンパレスで行われた。今回は、新型コロナ

感染の状況が収束していない条件下での開催であり、会場

への直接参加とリモートでの参加の二通りの参加形態で開

催された。会場へのコロナ対策は、万全を期しており、安

全安心な開催条件を満たしていると感じられた。開会行事

の後、記念講演としてチベット出身の声楽家バイマーヤン

ジン氏の「大切な家族の絆」と題して約 1時間の講演が行

われた。氏は、「テレビ寺子屋」のレギュラー講師でもあ

り、幅広くご活躍されておられ、教育関係、企業、学校等

からも高い評価を得ている人気講師であります。

講演では、ご本人の現在に至るまでの経緯と現在取り組

んでおられる活動についてのお話を頂戴した。氏の育った

故郷は、チベットでも標高が4000メ ートル以上もある

電気もガスもないような貧しく、学校などない地域で字が

読めないのが当たり前の環境であったため、字が読める人

がいなく悪徳業者にだまされる人がいたり、なかなか生活

改善が進まない時期が続いていたといいます。高地のため

木が育たないため暖をとるための燃料は、牛の糞を乾かし

たものであるため日課の一つは牛の糞集めが欠かせない仕

事の一つであったようです。そんな状況下で氏に学校に通

うチャンスがあり、村人の期待を一身に背負い学校に通う

ことになりました。唯一字が読めるようになった氏は、村

に帰省した折には、村人から手紙など様々な文書を読んで

くれるように頼まれるようになりました。成績が優秀だっ

た氏は、その後高校を卒業し、思ってもみなかった中国国

立四川省音楽大学声楽学部に入学する逗びとなりました。

そこで待ち受けていたことは、期待とは裏腹に激しい「い

じめ」でありました。「チベット人は、汚い、野蛮J等激

しいいじめが4年にわたり続いたそうであります。氏は、

そのいじめに耐えかねて大学をやめて故郷に帰ろうかと悩

む日々が続きました。しかし、氏は大学をやめることを思

いとどまったのです。それは、ここまで期待をして大学ま

で進学させてくれた故郷の人たちの思いを考えるととても

やめるような事は出来なかったそうです。氏は、故郷の人

たちのために歯を食いしばって卒業を迎えるのでした。卒

業の発表会で出会った人が初めて会った外国人であり、日

全
立幼

3

本人のご主人であったそうです。その後日本で故郷チベッ

トのためにコンビニの時給 800円 の仕事から出発し、そ

の後歌の講演活動を続け、今では9つの小学校と一つの中

学校の開校するまでになっています。さらには、現地の大

学 4校に奨学金を設立し、後進の育成に現在も取り組んで

いるところです。最後にチベットの歌「太陽と月」と日本

の「ふるさと」を歌い講演を締めくくりました。氏は、講

演の中で「自分の大切な誰かのためにJと いう気持ちがど

んな困難も乗り,散 えて前に進む勇気を与えてくれるのです

と述べられたことがとても印象に残り、その歌声は、空気

がバイブレートとするような素晴らしいものでした。

記念講演に引き続き「コロナ禍における対応と混合の展

望」をテーマにしたパネルディスカッションが行われた。

坂本洋県連会長のコーディネーターの元、 2名のパネラー

の先生からコロナ禍における自園の状況についての報告が

なされた。パネラーには、幼保連携型認定こども園泉の社

幼稚園園長菊池正隆先生と認定こども園さくら幼稚園園長

片岡大助先生からそれぞれのコロナ禍における感染時にお

ける実際の取り組みついてのご苦労と対応、さらには反省

点等について発表があり、時宜を得たとても参考になる発

表であった。両者に言えることは、迅速な情報開示を如何

に行うかがとても大切であるとのご意見を拝聴することが

出来たことは誠に有意義であった。
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コロナ感染防止に万全を期し事業推進
総務委員長 高橋 繁雄

県連事業推進に多大な影響を及ぼす新型コロナウイル

ス感染症は予防ワクチン接種により収束に向かうものと

期待していたところでしたが、 ここにきてワクチン接種
の遅れと従来のコロナウイルスから感染力が強い変異コ

ロナウイルスに変化 し感染の拡大傾向が見られることか

ら今後の推移に予断を許さない状況下にあります。

従って今年度も引き続きコロナとの共存実施となるこ

とから学校運営ガイドラインや新しい生活様式を踏まえ

感染防止に万全を期することが基本となります。

昨年度は全ての会議研修会等を対面式にて開催してき

たところですが、 社会インフラとしてのICT環境が充実
してきたことと三密回避の徹底のためオンラインによる

リモー ト形式の事業実施に向けての環境整備に取 り組ん

でいきます。

処遇改善Ⅱの給付にかかる要件であるキャリアアップ

研4歩に関し今年度末までの履修完了が課せられているこ

とから各常置委員会と連携し昨年度と同程度の研4分の機

会を提供していきたい。

盛岡大学との協力事業である幼稚園教諭免許上進講習

を令和2年度から開催する案が示されましたが、 昨年度
は結果的にコロナ禍のため延期となったことから可能で

あれば本年度開催出来るよう要望してまいります。

情報ツ…ルを使ったわかりやすさを目指して
政策委員長 今西 界雄

昨年から続いている新型コロナ感染症は、未だ収束

の気配を見せていない現況であり、事業のあり方を根

本的に見直す機会となりました。研修や会議の持ち方は

ZOOM等のツールを利用した場面が多くなり、コロナの
感染前には、考えもしてみなかった開催方法が行われま

した。恐らく今後も対面とインターネットを利用した事

業の開催が考えられます。そのためには情報システムの

環境を整えることが早急の課題であると考えます。ホー

ムページの充実を始め、幼稚園ナビ等の活用推進が重要

な要素となってくるでしょう。同時に紙面による情報伝

達も併せて進めていかなければなりません。政策委員会

では、例年通り「広報岩私幼連」「岩私幼ジャーナル」を

はじめ、PTA連合会では、今年度中部地区花巻市で開催
予定の岩手県振興大会や広報誌を通じて私学の重要性を

効果的に発信していかなければならないと考えます。政

策的にも大きな動きがある事が考えられますので、迅速

に情報を発信していく体制作りに取 り組んでいこうと考

えており、また、わかりやすさも情報を発信する上での

重要な要素であると考えておりますので努力していく所

存です。

今年も頑張ります !

教育研究委員長 坂水 かよ

収束の兆しの見えないコロナ禍の中で令和 3年度がス

タートし、相変わらず緊張の中で日々の保育が展開され

た 1学期、何よりも子ども達の笑顔と成長に報われる思

いは各国の皆様方共通するところではないでしょうか。

幼児教育に携わり、日々を共に生活する私たちの願いは

どんな時も「子どもたちの幸せ」です。そして、私たち

教育研究委員会の役割は変わることなく、保育者の専門

性を磨いていくために、常に学びあい高めていくための

研修を積み重ねていくことにあります。今年度も、全日

研究機構の研修課題である「新しい時代を伸びやかに生

きる」ために、子ども達自ら考え、目標をもって主体的

に行動していく力を確かに育んでいくことを目指して研

修会の企画運営に頑張っていきます。

既に5月 末～ 7月 に新任教諭研修会 4回 を無事終え、7

月末の第 1回教員研4多会のご案内をしているところです。

従来通 りの研修会に加え、リモー トによる研修会等も視

野に入れ、会員の皆様のご協力をいただきながら、共に

一歩一歩前進していきたいと願つています。

令和3年度経営研究委員会事業方針
経営研究委員長 佐々木 栄光

幼児教育・保育を取 り巻く環境は、社会情勢の影響や

制度変革に伴って大きく変化しています。社会的な公衆

衛生危機 ともいえる新型コロナウイルス感染症の蔓廷

は、今後のワクチン接種の普及による収東への期待が持

たれつつも、現状は未だその兆 しが見えない状況下に

あつて、引き続き感染症対策に細心の注意を払った園逗

営が求められます。また、制度面においては、コロナ禍

の影響による処遇改善工にかかる研修必須化時期の段階

的延長、幼小接続問題等に射応する新たな5歳児教育プ

ログラムの導入検討、教員免許更新制の抜本的見直し、

政府の経済財政運営と改革の基本方針2021に盛 り込まれ

た、包括的な子ども問題対策への縦割 りを排 した行政組

織の創設 (子 ども庁を示唆か)等、現場の園運営には先行

きの不透明感が今後増していくものと思われます。

今年度の事業計画、方針としては、県内のコロナ感染

状況を見定めながら岩手県の示す感染症対策方針に十分

配慮した上で、第1回の経営セミナーを8月 に、第2回経営

セミナーを令和4年 1月 に開催予定としており、内容はマ

ネジメント分野研修を中心に、併せて時節に応 じた運営

課題を取り上げながら、混迷する社会環境の中での経営

判断に資するセミナーの開催を計画しております。

-5-
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地区会だより

廻劃の「どんな時でも子どもは元気 !」
二戸市では7月 3日 から幼児施設関係者へのコロナウイルス予防

ワクチン接種が始まり、施設の職員は全員 2回の接種が終わりま

した。感染については報道ではいろいろなことが言われております

が、岩手県の状況を見ても接種を先行することが蔓延予防を防ぐ

大きな武器になると思います。

昨年から波を変えて襲ってくるコロナ禍のため地区活動はストッ

プしている状態ですがその間でも園児たちは大きく育ち卒園してい

きます。各国では園内行事を中心にそれぞれが工夫をして今までの

季節の行事をバージョンアップしながら取り組んでいます。

コロナの影響は各方面に多大な影響を与えており子どもたちの行

動範囲は極端に狭まり出生数にも大きな影響を与えています

本年度は市の子育てに関する予算増額等をお願いする計画です。

(まつのまるこども園 園長 図分一彦) 早くコロナがいなくなりますように お星さまにお願いしました !

饉亜⊃「社会に開かれた質の高い幼児教育を」

お茶を飲～みにきてください♪ はい、こんにちは♪

昨年から続くコロナ禍、GWから岩手でも感染者が増加傾向。感染防止

対策をしての研修会も、密集は避けられ成 盛岡地区は1学期休会するこ

とにしました。

今年は、2年継続のまとめの年で、先生方の研究への熱い気持ちも中断

された感はありますが、所属する班のテーマを意識して日々保育にあたっ

ていることと思います。

今後については、8月 の盛岡地区例例会で検討したいと思います。回数

は少なくでも、質の高い保育を目指している先生方の主体的・対話的・深

い学びへと、研究のまとめに期待するところで現

盛岡地区PTA連合会の活動も順調にスタート。11月 の連絡協議会に向

けて親として、どのようなことを学びたいか、今からテーマ、講師選びの準

備を始めているようです。

(認定こども園都南幼稚園 園長 植村生子)

⑪    
「F地区研修会・国内研修』を通し質の高い幼児教育を目指して」

花巻地区では、長年にわたり様々なテーマの研究を、3つの班に分

かれ積み重ねてきました。昨年度より移行し、講師を招いてのキャリ

アアップ研修会を行うことで進めてきましたが、コロナ禍が続き延期

となり、今年2月 よリスタートすることができました。これまで「0、 1、 2

歳児アレルギー」「保育記録と評価」「▼L幼児の環境」と題して、ご講

演を頂きました。研修後はそれぞれの園に持ち帰り、日々の保育を工

夫するなど実践に繁げています ①その他 、北上地区主催の研修会に

も参加させて頂いております 。

また、本国では国内研修を2園合同 (大谷・湯口大谷)で年間10回

行っています。教育目標や子どもの10の姿を共通理解することは元よ

り、職員が持つに得意な分野で保育技術を伝え合い、保育に取り入れ

るなふ 保育の質の向上を目指しています 。

(大谷幼稚園 副国長 松本弘子)

サ

ー 1

講演会の様子
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q謳め「充実した保育を目指して」

みんなの願いる空に届きますように !

コロナ禍の中スタートした令和3年度も、あっという間に1学期

が終了しました。

県南地区奥州支部では、例年通り隔月で主幹部会を開き、各国

の研修の報告や情報の交換を行なっています。昨年度はこれまで

経験したことのない状況下での保育に悩み、解決策を皆で模索し

ながら会を進めてきました。しかし今年度は昨年度経験してきた

ことを礎に、各園とも環境に配慮しながら充実した保育を行なっ

ていることが報告内容から伝わってきます。そして、形は変わっ

ても私達の目指すものは変わらないということも話し合う中で確

認できていると感じます。

まだこのような状況は続くと思いますが、各国の主幹同士が話

し合える場があることに感謝し、今後もしっかりと前を向いて保

育に取り組んでいきたいと思います。

(認定こども園水沢こども園 副園長兼主幹保育教諭 鈴木良枝)

q騒∋「今だからこそ、季節の行事を大切に」
感染予防をしながら、中止にするのではなく「例年通り園行事を行

える方法Jを保護者と職員で模索するため、保護者との話し合いの代

わりに、アンケートをお願いしていま坑 夕涼み会は親子で楽しめる夏

のメインイベント。園では昨年から昼の縁日と夜の花火に分け、縁日は

園児のみで行っています。子どもたちは浴衣や甚平で登園し、給食は

「屋台メニュー」。栄養士の人たちは盛り句けにも気を配り、「楽しそ

うな様子をせめて写真で届けたい。」と職員は気合を入れて子どもた

ちの笑顔を撮影します。その笑顔が「いつも通りJが大切な時間であ

ることを私たちに教えてくれています。来年こそは親子の楽しい時間

になることを願っていま丸

(おさなご幼稚園 園長 山崎美香)
「これは…W大好きな恐竜の卵?」 たまごくじに興味津々の様子。このドキドキ
ワクワク仄 くじの醍醐味です。

岩私幼連の年間行事

事  莱  名 期 日 開  催  地

第25回 岩手県私立幼稚固

認定こども国振興大会
R31029(a 花巻市文化会館

事  業  名 期 E 開  催  地

第28日 東北地区設置者 団長研修会 R3625と｀ 富城県仙台市

第釣回束北地区教員研修会(秋田大会) R31015L4ヽ ～16 1il 秋田県秋田市

事  葉  名 期 日 開  催  地

第1回新任教諭研修会 R3529亡 盛岡市総合福祉センター

第2回新任数諭研修会 R365(J 北上さくらホール

第3回新任教諭研修会 R36 12 tl) 一関文化センター

第4回新任教諭研修会 R36191→〕 盛岡市総合福祉センター

第 1回教員研修会 R3730(翁 盛岡市総合福イトセンター

総合研修会 第 2回教員研修会 R41■ 山 ～ 12(オ、 花巻市 /ホ テル千秋閣

分,37回 教員研修大会県南地区大会 R13241オ u ―関市/ベ リーノホテルー関

事  栄  名 期 日 開  催  地

第12回剛児教育実践学会 令和3年 8月 20日 金 オンライン配信

事  業  名 期 日 開  催  地

岩手県幼稚国教育研究協 ,義会 R3818{湘 r,手県立■涯学習推進センター

岩手県教育研究発表会 R329(メ 0～ 10(狛 昔手峰立稔全芋
`帯

センターほか

事  業  名 期 日 開  催  地

第1回経営セミナー R38別 山 ホテルメトロポリタン盛岡

総合研修会 第2日経営セ ミナー R41n山 ～12(狛 イL巻市/ホテル千秋陪弓

○政策委員会 ○全H私幼連東北地区会

○教育研究委員会

○ (公財)全 日本私立幼稚図幼児教育研究機構

○岩手県教育委員会

○経営研究委員会

＼ ヽ 1 / /
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令和 3年度全日本私立幼稚園連合会定時総会報告

7月 9日令和 3年度全日本私立幼稚園連合会定時総会が
アルカディア市ヶ谷私学会館で行われた。昨年は、不正経

理が発覚したこともあり、大幅に遅れて今年の 3月 30日 開

催という異例の事態となりましたが、令和 3年度定時総会
は、ほぼ例年通り開催されました。議題は、例年通りの事

業報告・収支決算承認と事業計画案・収支予算案承認と監

事選任の3件でありました。各委員会からは、例年通りの

事業計画の説明が行われ全会一致で承認された。また、現

在進行中である教育研究機構と全日本私立幼稚園連合会と

全日本私立幼稚園PTA連合会における不正経理について
は、田中雅道会長より説明があり、現在刑事民事の両面か

らの調査が進行中であり、資料等が全て押収されているこ

ともあり調査の結果を待たなければ具体的な報告は出来な
い旨の説明がなされた。このたびの不正経理の要因となっ

た一つに3団体が明確に分けられていないところにも大き
な原因があり、現在では、それぞれの団体が明確に分かれ

ている状況を作っていると説明がなされた。特定の人物が

副会長 今西 界雄
3団体の経理を一手に行っていたという所にも大きな問題
と原因があり、それぞれの団体が独立した形態を確立すべ

く取り組んでいる最中である。幼児教育研究機構に関して

は既に公益の法人格を返還して一般の公益法人として再出

発をし、 5年後を目処に再度公益の法人格の取得に向けて
コンプライアンスとガバナンスの強化をはかりながら取り

組んでいく考えを話された。しかし、課題は山積みになっ

ており、特に事業実施については、資金不足の状況にあり

事業の中身の見直しや、特に補助金や協賛金の大幅な削減

がなされる教育研究機構の事業推進のための資金調達のあ

り方が今後の大きな課題となりそうである。会場からは、

厳しい意見もあり執行部としては、謙虚に反省する部分は

反省し改善に向けた取り組みを行うことを明言した。例年

出席をして頂いている政治家や省庁の役人の方々の出席

が、一切なかったことも例年にはない様子であった。白熱

した議論もあり予定を 1時間超過した総会となりました。

令和3年度新任教諭研修会報告

今年度の新任教諭研修会が、5月 29日 から6月 19日 までの

毎週土曜日に行われました。昨年度は予定よりも少ない3回

の開催でしたが、今年度はしっかりと新型コロナウイルス感

染症対策をして、予定通りの4回 を開催することができまし

た。

第1回研修は、5月 29日 に盛岡地区の盛岡市総合福祉セン

ター4階講堂、参加人数40名で行われました。研修内容は、

①幼児教育『幼児教育職場組織として求められる人材』講

師 :(―社)岩手県私立幼稚園・認定こども園連合会会長
坂本洋先生、②幼児教育『幼児教育の重要性について』～

子どもと保育者が織りなす園生活～ 講師 :(―社)岩手県
私立幼稚園・認定こども園連合会副会長 坂水かよ先生で

す。

第2回研修は、6月 5日 に中部地区の北上さくらホール小
ホール、参加人数30名で行われました。研修内容は、①乳児

保育 陪し児保育の環境と関わり』講師 :みどりの保育園園長

高木宏子先生、②障がい児保育『障がい児保育の環境、発

達の援助』講師 :岩手県療育センター相談支援員 高橋愛美

先生です。

第3回研修は、6月 12日 に県南地区の一関市文化センター

教育研究委員会副委員長 根内  純
小ホール、参加人数28名で行われました。研修内容は、①幼

児教育『指導計画、記録及び評価』講師 :岩手県教育委員

会事務局学校教育室指導主事 福岡喜久子先生、②食育・ア

レルギー対応『栄養に関する基礎』修紅短期大学食物栄養

学科准教授 渡邊美紀子先生です。

第4回研修は、6月 19日 に第1回と同じく、盛岡市総合福祉

センター4階講堂、参加人数57名で行われました。研4多内容

は、①乳児保育 防し児期のことばの発達』講師 :幼保連携型

認定こども国盛岡幼稚園園長 坂本信行先生、②食育・アレ

ルギー対応『子どもの食育と保育者の役割』講師 :岩手県立

大学盛岡短期大学部生活科学科講師 浅沼美由希先生です。

どの研修もとても深い内容で、充実した学びをすることが

できました。今回はコロナ対策で参加人数を抑えるために入

職1～ 2年 目の新任保育者のみの研修としましたが、内容的

にはベテランの緑育者でも十分に学びがいのあるものでし

た。次年度はコロナが終虐、し、もっと多くの方々が参加出来

る研修が行えるようにと願っています。

今回講師を引き受けてくださいました先生方、また、当日

現地でご奉仕をしてくださいました方々、ありがとうござい

ました。

●編集後記

新型コロナウイルス感染症、異常気象による様 な々災害、東

京オリンピック開催に関する混迷する情報等、心を痛める報道

が連日続いています。しかし、そんな中でこの岩手で育った大

リーガーの大谷翔平選手の活躍は、世界中の人たちをコロナ禍

で沈みがちな気持ちを救ってくれたのではないでしょうか。二刀

流でしかも現在ホームランダービートップ、混画やアニメでも描け

ない未知の活躍に世界中が興奮しています。しかし、大谷選手

の素晴らしさは、野球の活躍だけではなく、映像やニュースで流

れるルックスと人柄のよさも世界が称賛する所以であろうと感じ

ます。岩手で育ち、岩手で学んだ大谷選手を輩出したこの岩手

を誇り|こ思います。これからもこの岩手から世界で活躍する豊か

な人間性をもった子ども達がたくさん生まれ育っていくことが岩

手県民の大きな幸せになるのではないでしょうか。

(政策委員 蜂谷隆博)
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